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Javaプログラミングによる実写画像を用いた絵画調画像生成
近藤 邦雄
1 はじめに
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本演習では、非写実的表現(Non PhotoRealistic Rendering)のための教育用Javaソフトウエアをもとにした新たな絵画風画像のブラシ機能、フィルタ機能、描画手法を習得することを目的とする．非写実的な画像生成の研究分野における絵画調画像処理手法の学習を支援する教材を提案する。この教育用システムはJavaプログラムを用いたアプレットを作成することによってアルゴズムを理解することが容易にできること、作成された画像フィルタを利用して各種の絵画処理を理解できることを目標に構築した。

これらはソースプログラムが公開されており、今までに作成したフィルタを参考にして新たな処理を考えることが可能である。また、画像の入力や表示、パラメータ入力の統一によるプログラムの利用、改良が容易であることに特徴がある。

2絵画調画像生成システムの使い方

本システムを用いれば，各種のフィルタを追加していくことによって、非写実的な画像生成を行うことが容易にできる。本節では、まず画像フィルタを用いた画像生成処理について学習するために、システムの使い方を図1に従って述べる。　システムは下記のURLにある。

URL:http://www.ke.ics.saitama-u.ac.jp/kondo/lect/cg/npr-cg/index.html
アプレットは、800×600画素の画像が表示できる。右側には、コントロール部にはメニューが表示されるが、必要ない場合は、非表示にできる。メニューの上部は画像と画像フィルタを選択する部分がある。フィルタを選択すると、それに対応するパラメータ変更部が表示される。処理したい内容に応じてパラメータを入力することができる。パラメータ入力後に描画の実行ボタンを選択すると、画像変換が行われる。

3 システムの概要

ここでは、プログラム開発を行うために必要なことについて述べる。

3.1フォルダ構成

アプレットを実行するフォルダの構成は、以下のようである。
(1) MainApplet.htm （アプレットを表示するHTML）
(2)imageFiltering　　

MainApplet.class
Filter.class
FilterListing.class
　 　 AnimatedImage.class
　  　FilterPanle.class

(3) filter　フィルタのクラス (作成されコンパイルされたフィルタのクラス)

(4) List.txt (使いたいフィルタのリスト)

(5) images画像ファイル (使用する画像ファイル
(6) List.txt (使用する画像のリスト)
3.2クラスの概要

MainApplet.class
メインとなるアプレットクラス．このアプレットから他のクラスは呼び出される． 
AnimatedImage.class
画像を描画するクラス．このクラスを通して画像を操作する． 

Filter.class
フィルタ向けの抽象クラス．フィルタのクラスに必要なメソッドを外部仕様のみ作る． 

FilterPanle.class
フィルタのパラメータを指定させるクラス．アプレット上に表示され，パラメータを指定させフィルタにセットする． 

Filterのクラス
画像のフィルタ処理を行うクラス．Filter.classを継承し，インナークラスとしてFilterPanel.classを継承したものを持つ． 

FilterListing.classフィルタのリスト更新するためのクラス．他のクラスとは独立しており，単独でjavaプログラムとして使用する． 
4． Image Filterの作成方法

4.1　フィルタの作成

新しいフィルタを作成する場合には，Filter.classを継承したクラスを作り，getName()・filter()・getFilterPanel() とFilterPanel.classを継承したクラスをインナークラスとして記述する．新しいフィルタのクラスを作成したら，ディレクトリ「imageFiltering/　filter」に置いて，コンパイルする。
Filter.classを継承したクラス
作成するメソッド:
getName()　引数:　無し　返り値:　String
フィルタの名前を返す．名前を途中で変更してはならない．

filter()　引数:　AnimatedImage　返り値:　void
受け取ったAnimatedImageクラスを操作し画像を変更する．フィルタを行う．

getFilterPanel()　引数:　無し　返り値:　void
フィルタを操作するためのFilterPanelクラスを返す．

作成するインナークラス:

FilterPanelを継承したクラス

Appletの右側にパネルとして表示され，フィルタに対するパラメータ指定を受け取りフィルタにセットする．パラメータの受け取り方は自由（Button,TextFieldなど）．
メソッド: 

setFilterParameter()　引数:　無し　返り値:　void
設定されたパラメータをFilterにセットする．

4.2フィルタの追加方法

使用するフィルタとして，「imageFiltering/filter」ディレクトリ内の「List.txt」に書かれたクラスファイルをすべて読み込む．他のプログラムソースの変更は必要ない．そのディレクトリにクラスファイルを追加し，「List.txt」の修正を行う．「imageFiltering/　FileListing」を実行すると，リストファイルが作成される。そのとき，「imageFiltering/filter」内のすべてのクラスファイルがリストに追加されるので，関係ないクラスは置かない。

4.3画像の追加方法

使用画像はディレクトリ「imageFiltering/images」内の「List.txt」に書かれた画像ファイルをすべて読み込む。このときプログラムソースの変更は必要ない。そのディレクトリに画像を追加し，「List.txt」の修正を行うだけでよい。「imageFiltering/FileListing」を実行すると，リストファイルが作成される。リストに追加される画像のフォーマットは，JPEG と GIF の2種類である。

4.　演習手順

演習は以下の手順で行う。

□課題1　システムの概要理解

□課題2　ImageFillterのJavaプログラムの理解

□課題3 非写実的表現のための機能の検討
□課題４ 非写実的表現のアルゴリズムの考案　
□課題5  ImageFillterのJavaプログラムの作成　

□課題6　NPRシステムへ追加と描画実験

□課題7　Webによるレポートの作成
■第１週目は、 課題１を行い、システムの概要を理解する。そして、グループのメンバー全員でプログラムの内容を理解するために、流れ図をまとめる。

 演習(1)：課題3に示す絵画風画像の生成処理のための機能、アルゴリズムを考える。Webページに示した各種の参考プログラムを元にすると良い。

演習(2)：参考プログラムをコンパイルして、システムに追加する.

■第２週目は、考案したアルゴリズムの発表をグループ内で行い、プログラミングへの課題を明らかにする。さらに、プログラム作成を開始する。

演習：ImageFilterのプログラムを作成する。

■第3週目は、プログラム作成を継続して行う。作成したフィルタのシステムへの追加実験をグループで行う．

演習：課題６，７に示した内容を行い、レポートを完成させる。
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図１　システムの使い方
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